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編 集 後 記
今月号の特集である「IT革命」が、いよいよ日本でも本格
的な進展を見せようとしています。形のないものだけ
に、われわれアナログ世代には、理解しにくく、説明しづ
らい。それが不安をかき立てている一面でもあるように
思います。いずれにしても“Just do IT”精神で取り組む
しかないのではと、チャレンジの日々です。（T）
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目覚めよ！
学生たちの起業家精神
アントレプレナーセミナー

大学生の起業家精神を育てるため、石川県産業
創出支援機構では、6月29日、金沢学院大学で
「アントレプレナーセミナー」を開催し、同大の
経営情報学部の2、3年生ら約400人が先輩起業家た
ちの経験談に耳を傾けた。
セミナーでは、ベンチャー支援の融資制度「市
民バンク」の片岡勝代表とイベント企画会社「プ
レゼンテーション」の東口由美子社長、ゲーム・
ホームページの企画会社「ありがた屋」の村中雅
彦社長が「私の創業」と題して講演。「起業には
知恵と勇気が不可欠だ」（片岡氏）など、起業へ
の心構えを説いた。
続いて行われたパネルディスカッションでは、

「みんなで若者会社を作ろう」をテーマに、三氏
が語り合い、学生に目的意識を早く持つことの重
要性などを訴えた。
また、7月5日には、金沢大学で「アントレプレ
ナーセミナー」を開催し、約100人が参加。こち
らでは、起業家による講演のほか、自己アピール
シートを使った学生の討論会や交流会が開かれ、
ベンチャービジネスの展望などについて意見交換
が行われた。

専門家を招き
成功へのシナリオづくり
ビジネスプラン作成講座

石川県産業
創出支援機構
は、7月13、14
日の両日、今
後の経営戦略
の立て方につ
いて理解を深
めてもらおう
と、県地場産業振興センターで「ビジネスプラン
作成講座」を開催した。
当日は、ソーケンマネジメント株式会社の経営
コンサルタント井上芳郎氏を講師に招き、企業経
営者やベンチャー企業家など44人が、ビジネスプ
ランづくりの実践的なノウハウを学んだ。
ビジネスプランは、新規事業参入や起業の際に
生じる問題点を事前にセルフチェックできるとと
もに、資金調達やビジネスパートナーを探すにあ
たって有効なツールである。
参加者は、事業コンセプトや事業化のための課
題の洗い出し、損益計画、資金計画といった項目
に沿って、2日間にわたってじっくりと、個々の
ビジネスアイデアの具体化に取り組んだ。

視覚障害者のための
文字入力研究を採択
豊かさ創造プロジェクト

石川県は、「豊かさ創造研究開発プロジェクト
推進事業」として、北陸先端科学技術大学院大学
などによる「視覚障害者のための文字コミュニケ
ーション技術開発」を採択した。
平成11年度からスタートした豊かさ創造プロジ
ェクトは、社会的な課題の解決と産学官の共同研
究によって新産業の創出を目指す事業で、県単独
の事業では最大規模のものだ。今年度は、公募で
寄せられた5件から1件が選ばれた。
今回採択されたプロジェクトでは、パソコンな
どに、視覚障害者が文字を入力する際、従来のキ
ーボード入力や音声入力の代わりとして、手書き
文字で入力する技術の開発を目指す。この技術が
確立されれば、事故・病気などで視力を失った高
齢者や文字を書く能力を持った視覚障害者が、情
報通信機器を利用してコミュニケーションする際
の有力な手段となる。
研究にあたっては、委託研究費として最高1億

円までの経費を県が負担。今後、3年をかけて研
究が進められていく。

ベンチャー支援に向け
連携強化
ISICO地域情報コーディネーター連絡会議

7月14日、石
川県産業創出
支援機構は、
「ISICO地域情
報コーディネ
ーター連絡会
議」を県地場
産業振興セン
ターで開催し、
県内の情報コーディネーター32人がベンチャー企
業振興に向け、支援体制の強化を確認した。
情報コーディネーターは、支援機構が県内の商
工会議所、商工会の経営指導員らに委嘱している
もので、県内企業への情報発信や産学官共同研究
に関するニーズの発掘などを行っている。
会議では、県情報システム工業会の小島宗能理
事が「PCベンチャー企業の次世代への新展開」と
題して基調講演を行ったほか、ベンチャー企業に
対する支援状況などが報告された。
情報コーディネーターは、今後、地区別のブロッ
ク会議などを行い、活発な情報交換を行っていく。

最新ビジネス情報の
発信をサポート
ISICO  BUSINESS  MARKET

企業の新しい取
り組みや各種の企
業情報を広く発信
する掲示板とし
て、石川県産業創
出支援機構では、
ホームページ内に
「ビジネス情報流
通市場─IS I CO
B U S I N E S S
MARKET─」を開設した（http://www.isico.or.jp）。
「新製品や新技術、ビジネスプランをPRしたい」
「ビジネスパートナーを募集したい」「セミナー、
イベントの開催を告知したい」「大学での研究成
果の実用化を共同で進める企業を探している」な
ど、気軽にメッセージをなげかけてビジネスの輪
を広げてほしい。利用は無料となっている。
なお、掲示板に掲載された情報については、毎
週月曜日に行っているメール配信サービス「ISICO
NEWS  WEEKLY」にて、このMARKETの最新状
況をお知らせする。

企業や業種を超えた
出会いの場
i2 PLANETS（アイアイプラネッツ）

情報交換やビジネ
スチャンス拡大など
を目指すビジネス交
流会「 i 2 PLANETS」
が盛況を見せてい
る。
これは、石川県内

の企業経営者や公認会計士らの呼びかけで今年4
月にスタートした交流会で、毎月第2火曜日の午
後7時から金沢市内の飲食店で定例会が開かれて
いる。
会員は現在のところ約300人。会社員やベンチ

ャー企業家、弁護士、学生など毎回100人以上が
参加し、出入り自由の肩ひじ張らない雰囲気の中、
ビジネスをはじめとするさまざまな情報や意見の
交換が行われている。
定例会への参加は、創造的で新たなビジネスの
展開に意欲的な方であれば、誰でもOK。参加費は
一般3,000円、学生2,000円。企業や業種の枠を超え
た出会いの中から人的ネットワークを広げてみて
は？

●主催：　　　　　　　　　実行委員会

ココを
クリック！

いしかわSOHOプラザ・クリエーションオフィス
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5月23日、金沢市戸水町の地場産業振

興ゾーン内に「いしかわSOHO（※1）

プラザ・クリエーションオフィス」が

オープンした。中は、約5m2の専用ブー

ス5つと多目的サロンや商談室などのオ

ープンスペースが用意され、インター

ネットが仕事のやり取りや商談などの

重要な武器となることから、インター

ネットの接続はすべて無料という環境

が整っている。

入居企業の一つであるニタニタドッ

トコムは、県内のSOHOが集まってで

きたネットワーク組織で、県内の飲食

店情報をインターネット、携帯電話、

ガイドブックの３つのツールで発信し

ている。代表を務める北形三恵子氏の

発行していた飲食店情報をビル別に編

集し直したガイドブックをデータベー

スに、デザイナーやプログラマーなど、

専門的な技術や知識を持ったSOHOが

協力し合って、パソコンや携帯電話へ

と展開し、今年4月からサービスを開始

した。

携帯電話では、飲食店情報のほかに、

映画の上映時間、バスの時刻表といっ

た情報も付加して発信する。今年4月に

は、携帯電話・PHSの加入台数が5,672

万台と、固定電話の5,566万台を抜き去

っており、北形氏は「単に話をするだ

けの道具としてではなく、知りたいと

きにすぐに情報を検索できる情報端末

としての利用を見込み、携帯電話用コ

ンテンツにも力を入れたい」と期待を

込める。

好調のアメリカ経済を牽引して

きたIT（情報通信技術）革命が、日

本でも近年、確実に進行している。

今年度、日本企業の情報化関連投

資額は前年比9.6％増と予想さ
れ、政府も日本経済復活のカギは、

IT革命の推進にあるとの立場か

ら、環境整備に全力を挙げる方針

を固めた。新ビジネスの創出や流

通コストの削減など、さまざまな

メリットを生み出すとされるITに

ついて、石川県内企業の取り組み

や最新事情を探った。

（※1）SOHO= “small office home office”の略。パソコンや
インターネットを利用し、個人または少人数が、自宅や小
規模オフィスで働く新しいワークスタイル。

IT

ニタニタドットコム
に参加するSOHOワ
ーカー。当初3人で
スタートしたが、今
では60人に。

IT時代の申し子“SOHO”の
支援施設が完成

巻 頭 特 集

オープンスペース利用会員受付中！

●会費　3,600円／年
●会員特典
s オープンスペースの施設やサービスを利用できます。
（多目的サロン／商談室／デイリーオフィス／事務支援室）

s インターネット接続無料
s ISICO情報誌送付
s 各種イベント、講習会・相談会優先参加　等
●利用時間／午前9時～午後5時
●休館日／土曜、日曜、祝祭日、年末年始

飲食店情報をメインに、携帯電話用コンテンツにはバスの
時刻表なども盛り込まれている。

ニタニタドットコム
http://www.nitanita.com
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一方、羽咋市のJR羽咋駅前にも、こ

の7月21日、SOHOのための貸し出しブ

ースがオープンした。民間企業主導の

ものとしては、全国的にも先駆けたケ

ースだ。

プログラム開発やホームページの制

作を手がける（株）ドットが開設した

もので、ブースは全部で10部屋。「能登

で仕事をしているSOHOの底上げを図

りたい」（松本一樹専務取締役）との思

いから、技術力があって目的意識がは

っきりしていれば、との条件付きなが

らブースもインターネット回線も無料

で提供する。

また、同社では、地域の情報化を進

めようと羽咋市内では初めてとなるパ

ソコン教室とインターネットカフェを

同時にオープンさせた。パソコン教室

には、50歳以上の商店主からの申し込

みが多いそうで、将来的には、大型店

の進出によって活気を失いつつある地

元商店街と協力してバーチャルモール

（※2）を立ち上げ、インターネットを

使って受注した上で、配達するシステ

ムを構築するなど、地域を巻き込んだ

ITビジネスを視野に入れている。

もちろん、インターネットをビジネ

スに活用しているのはSOHOだけでは

ない。石川県の産業界を引っ張ってき

た中小製造メーカーもITを利用して盛

んにビジネスチャンスを探っている。

その中の一つ、美川町の昭和精工

（株）は、昨年12月、金属プレスや金型

加工などを手掛ける東京の異業種9社

が、中小製造企業同士の連携を目的に

立ち上げたNCネットワークに登録し

た。

このNCネットワークには、全国約

4,500社の業務内容などがインターネッ

ト上で公開され、主要設備や得意とす

る加工ジャンルを検索することができ

る。さらに、受発注を呼びかける掲示

板には、日々新しい情報が書き込まれ、

これまで取引のなかった企業同士によ

る新たな受発注や技術開発に結びつく

など効果を上げている。

同社は、金属加工機械（CNCドリル

マシン、カッターマシン等）の製造、

販売のほか、鋳造品製造、各種スプリ

ング製造、機械加工、各種機械設計組

立を主力とし、これまで設計図面やサ

ンプル写真、見積書などのやりとりに

インターネットを活用して業務の効率

化を進めてきた。NCネットワークに登

録したのは、受注チャンスの拡大を狙

ってであり、「サンプルや資料を送って

ほしい」「図面を送るので見積りを出し

てほしい」などの引き合いのEメールが

30件程度寄せられている。山田律郎常

務取締役は「やりとりを継続中の企業

があり、今後の取引に結びつけば」と

期待を寄せる。

金沢市で工作機械用の精密測定器を

製造、販売する日新産業（株）でも、

自社製品の下請け先をNCネットワーク

の掲示板を使って応募したところ、韓

国、中国の企業を含め24社からアクセ

スがあったという。福久宣夫代表取締

役によれば、「いずれもこれまで全く付

き合いのなかった企業だけに、すぐ発

注というわけにはいかないが、企業に

よっては単価に10倍ぐらいの開きがあ

るなど、今後のいい比較材料になった」

と、ネットワーク利用に手ごたえを感

じた様子だ。

石川県でも、インターネットによる

受発注支援を行うのが、（財）石川県中

小企業振興協会の開設するホームペー

ジである。平成8年7月の開設当初は、

全国でも初めての企業検索ページとい

う老舗で、現在、県内の中小製造企業

約270社が登録され、主要製品や主要取

引企業、得意とする加工内容、機械設

備といった情報から、該当企業を検索

することができる。主要製品の写真を

掲載しているのが特徴の一つで、個々

の企業が掲示板を利用して受発注情報

を発信することも可能。将来的には、

双方向通信の電子商取引に対応できる

サイトへとシステムアップを検討して

いる。

同協会によれば、「インターネットを

通じた受発注の詳細は把握できないが、

成果はある」と分析する一方、「ホーム

ページはあくまでも情報源の一つであ

り、取引先とはしっかりと信頼関係を

築くことがやはり大切だ」と指摘する。

同じように、インターネットによる

受発注を支援するサイトとして「いし

かわSOHOプラザ」がある。これは、

昨年9月にSOHOの受発注チャンスの拡

大、SOHO間の情報交流を目的として

開設されたもので、webデザインや

CG・イラスト、データ入力等を専門と

するSOHO事業者の登録は261件（平成

12年7月末現在）となっている。

サイト内にある企業からの発注情報

ページには、開設以来、約70件の情報

が寄せられ、そのうちほとんどが受注

にいたるなど、確実に成果をあげてい

る。

ところで、ITを駆使したビジネスで

は、「B to C」「B to B」といった言葉が

よく聞かれる。Bとはビジネス

（business)、Cとは消費者（consumer）の

意味で、それぞれ「企業と消費者との

取引」「企業間取引」を指す。

日本では、これまでインターネット

通販などで「B to C」市場が脚光を浴び

てきたが、アメリカでは「B to B」市場

の取引規模はその何十倍にも膨れ上が

っており、IT革命の大本命は企業と企

（※2）バーチャルモール = インターネット上
に開設された仮想商店街。ユーザーは、ホー
ムページに掲載された商品をオンラインで
購入手続することができる。

全国の中小製造企業が登録されているネッ
トワーク。新たな受発注企業や技術提携先
を探すのに役立つ。

パソコン教室やインターネットカフェの開
設などで、地域の情報化に貢献する。

IT
巻頭特集

能登にも民間主導の
SOHOの拠点！

全国の中小製造企業が
ネットワークで結ばれる

県内の中小製造企業270社を
ホームページで全国発信

（株）ドットが経営する羽咋市でも唯一のインターネットカフェ。

（財）石川県中小企業振興協会では、ホームページを補完す
るものとして、全国の発注企業3,000社に県内の受注企業名
簿を送付している。

NCネットワーク
http://www.nc-net.or.jp

石川県内の中小製造企業をホームページで全
国に紹介。主要製品や得意とする加工内容で
検索ができる。

（財）石川県中小企業振興協会
http://www.swan.ne.jp/̃ ishi
kawa/

SOHOからの人材情報や企業からの発注情報
を登録することができるなど、SOHOと企業
の出会いの場となっている。

いしかわSOHOプラザ
http://www.isico.or.jp/
soho

昭和精工（株）
http://www.swan.ne.jp/
̃ ishikawa/showa-s.html

（株）ドット
http://www.rcp.ne.jp

日新産業（株）
http://www.nsknet.or.jp
/nisshin/

「B to B」に向けた
サービス提供をスタート
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業をダイレクトに結ぶ「B to B」とも言

われている。

前述したNCネットワークや中小企業

振興協会も、企業と企業を結ぶプラッ

トホーム的存在と言え、建設業界にお

いて「B to B」のプラットホームづくり

を目指すのが、金沢市で建設土木コン

サルティングを手がける五大開発（株）

である。

二年前、同社が土木・防災専用のネ

ットワークサービスとして立ち上げた

「Offer（オファー）」がそれで、Offerは、

サーバーを管理する五大開発と情報を

提供するOffer会員（有料）、情報を閲覧

する一般会員（無料）の三者から構成

される。ホームページでは、Offer会員

から提供された土木資材や工法などの

情報を検索し、必要ならばE メールを

使って注文、問い合わせることが可能

だ。

同様のホームページは他にもあるが、

コンサルティングの実績を生かして、

設計図や報告書のフォーマットをダウ

ンロードできるようにして差別化を図

っている。

開始当初は300人ほどだった一般会員

も現在は3,000人まで増えた。平成16年

度から本格的に実施される建設CALS

（※3）の影響で、業界ではますます情

報化が進むと見られている。同社では、

今後ますますの利用者増を見込み、「企

業が複数の下請け業者から同時に見積

りを取れるシステムの構築など、内容

の充実を目指す」（佐藤裕司情報技術部

部長代理）との戦略を描いている。

もっとも、本格的な情報通信社会の

確立には、光ファイバーなどでブロー

ドバンド化（※4）を実現するインフラ

の整備が急務である。

そんな中、注目されているのが次世

代型高速ネットワークFTTH（※5）だ。

その第一歩として、5月からNTTグルー

プや松下電器グループによってFTTH金

沢トライアルがスタートした。

これは、金沢市がパソコン、ISDNの

普及が全国でもトップレベルにあるた

め選ばれたもので、金沢市内のSOHO

や一般家庭、商店などに40回線が引か

れ、150人がトライアルに参加している。

トライアル参加者は、バス運行情報

提供サービスやビデオライブラリーな

ど各種コンテンツを自由に利用できる

ほか、参加者自身が大容量のコンテン

ツを発信することもでき、一年をかけ

て光ネットワークによる新たな情報流

通ビジネスなどについて検証を重ねて

いく。

情報インフラの整備と同時に、企業

経営者や社員がITをよく理解し、積極

的に推進するためのサポートとして、

石川県産業創出支援機構では、ITセミ

ナーを年5回開催している。また、6月

からは2人の情報通信分野を専門とする

アドバイザーを配置、専門的な相談に

応じる体制を整えているほか、中小企

業を対象に、情報化についての相談に

対して、専門家を派遣するソフトウェ

アアドバイザー事業を実施している。

通産省においても経営者のための情

報化プロジェクトITSSP事業を実施し、

「自社の情報化投資が正しい選択かどう

か」「これから行う情報化投資が自社の

競争力強化に本当に役立つか」など、

経営者に戦略的情報化投資の知識やノ

ウハウについてインターネットを通じ

て紹介している。

このITSSPでは、今後の経営戦略の中

で重要な位置を占める情報技術への投

資について経営者の悩みを専門家が直

接聞き、アドバイスするミッショナリ

ー活動も実施している。県内では、県

ソフトウェア研修開発センターが事業

を担当している。

産業革命以来と言われ、ビジネス環

境から人々の暮らしまでを劇的に変化

させると予測されているIT革命。この

ITを使ってどのように業務の効率化を

図っていくのか、どんなサービスを提

供していくのか、企業にとってはかつ

て経験したことのない大きな転換点に

巻 頭 特 集

次世代型ネットワークの
実験が金沢市内で進行中

2人のアドバイザーが
企業のIT戦略に力を発揮

メーカー各社の建設資材情報を見ることがで
きるなど、建設業界において「B to B」のプラ
ットホームづくりを目指すホームページ。

今年5月に開設されたFTTH金沢トライアルの
ホームページ。10Mの高速回線を活用したコ
ンテンツを配信している。

Offer（オファー）
http://www.offer.ne.jp

FTTH
http://www.ch-i.ne.jp

戦略的な情報化投資に対するさまざまな疑
問にホームページで答えるITSSP。さまざ
まな成功事例、失敗事例も参考になる。

ITSSP
http://www.itssp.gr.jp

新たに事業を始めたり、新分野進出を目指
す企業の総合相談窓口（ワンストップ・ウ
インドウ）。各種セミナーや施策情報のお知
らせのほか、オンラインでの技術相談等が
利用できる。

ISICO
http://www.isico.or.jp

（※3）CALS=“commerce at light speed”の
略。発注者と受注者の間で製品やサービス
の情報を共有し、設計、製造、納品、メン
テナンスなどの効率化を目的とする。
（※4）ブロ－ドバンド化=直訳すると広帯域
化を意味し、通信回線の大容量化、高速化
を表現する言葉。
（※5）FTTH=“fiber to the home”の略で、
国内の全家庭に光ファイバーを引き、電話
やインターネット、テレビなどのサービス
を総合的に提供する計画。従来の電話線と
比べると150倍のスピード、将来必要とさ
れるギガビットクラスの超高速通信にも対
応でき、整備されれば、現在は実用的でな
い映像や音声などの大容量データを使った
新しいサービスが可能となる。

五大開発では、建設コンサルティングに加え、
ソフトウェア開発を業務の柱としていたこと
から「offer」開発に乗り出した。

次世代型高速ネットワークFTTHは、いしかわSOHOプラザ・クリエーションオフィス内の端末で体験することができる。

* m e s s a g e

情報技術は、日々驚異的な速さで進
展しており、これからの企業経営に
とって重要な課題になってきていま
す。情報化やビジネスの効率化を検
討されている企業の皆さん。ITって
なに？　インターネットってどうす
れば使えるの？　など、どのような
ことでも構いません。情報技術に関
して、少しでも疑問が生じたら私た
ちの顔を思い出して下さい。私たち
は、情報流通社会の中、アドバイザ
ーとして県内企業の発展に貢献して
いきたいと願っています。

私たちがお手伝いします。
ご相談下さい。

アドバイザー(情報通信）

新海
し ん か い

卓夫
た く お

（左）

●得意分野／電子機器ハード、ソフト
慶応義塾大学卒、富士通を経てPFU勤務、平成4
年専務取締役研究所長。一貫して、パソコン等
の機器開発や新技術・新製品の研究開発管理に
従事

アドバイザー（情報通信）

金平
か ね ひ ら

勲
いさお

（右）

●得意分野／システム設計･提案･構築
県立工業電気科卒、NTT、NTT-ME勤務を通じ、
ほぼ30年近く一貫してマルチメディア、ネット

IT
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ど、意欲的な声が相次いだ。会員は県、

大学関係者、産業界は建設・製造・医療

をはじめ幅広い業種から189社、360人を

数え、関心の高さをうかがわせた。

続く総会では、会長に選出された廣瀬

幸雄金沢大学共同研究センター長が「単

なる研究で終わらせず、ビジネスとして

軌道に乗せることを最終目標にしたい」

とあいさつ。谷本正憲知事も訪れ、「21

世紀は環境の世紀とも言われており、環

境問題への目配りなくしては、ビジネス

も行政も成り立たない」との言葉に、真

剣な表情で聞き入る会員の姿が印象的だ

った。

なぜ、“環境”がいま、これほどまで

に熱いのか。そ

の答えは、環境が

経済活動や社会生活の

隅々にまで、深くかかわって

きていることと無関係でない。深刻化

する環境問題に対応するため、企業に急

速に普及する環境ISO、自然と共生する

ライフスタイルへの転換など、数え挙げ

れば枚挙にいとまがない。

石川県が一昨年、策定した「県産業科

学技術振興指針」の中でも、環境関連分

野を情報通信や医療福祉分野とともに、

重点技術分野に指定している。環境への

配慮に高い優先順位をつけることが世界

標準になる中で、巨大な市場が生まれる

可能性も大きいとの読みからにほかなら

ない。

もちろん、石川県内の企業の中には、

環境にアクセントを置いた商品や技術の

開発に熱心なところが少なくない。平成

10年に発足した「県リサイクル認定制度」

が呼び水となって、ペットボトルを再利

用したオフィスユニフォームや石炭灰を

活用した床タイルなどのエコ商品が続々

と誕生している。

しかし、環境は非常に幅広い分野にか

かわることに加えて、「1社単独ではなか

なか解決し得ない課題が多い」（関

係者）のも事実。このこと

が背景となって、県

内では「県バリア

フリー機器等開発研究調査会」に続く2

番目の産学官連携プロジェクトとして、

同研究会がスタートしたわけである。

そして、この県バリアフリー機器等開

発研究調査会から、これまでに13点の商

品が市場へ出されている点をとらえ、

「われわれも、産学官で情報交換し、知

恵を絞る中から、きっと成果が生まれる」

（発会式出席者の一人）などの強い期待感

がにじむのである。

リサイクル型社会にとどまらず、自然

と人間が共生する持続可能な社会の実現

を目指す研究会の中には、 q廃棄物を

出さない部会 w廃棄物を処理する部会

e廃棄物を再利用する部会 r廃棄物を計測

する部会 t環境を修復する部会―の5つの

部会が置かれる。

各部会では、年3、4回の会合を開催し

て勉強会やセミナー、情報交換会など

を行う一方、テーマを定めて研究実践グ

ループをつくり、具体的な技術と商品の

開発に結びつけていきたい考えだ。

これら各部会個々の取り組みと並行し

て、研究会ではエコマーケティングに焦

点を合わせた研修会を開催していく。こ

れは、「企業のメリットを第一に考えた

場合、市場動向やニーズを的確に踏まえ

た技術や商品の絞り込みが不可欠」（同

研究会役員）だからであり、環境ビジネ

スの先駆者や専門家を招いた講演会のほ

か、販路開拓などの実践的な研修会も計

画している。

廣瀬会長は、「産学官の連携から生ま

れる知恵と技術の集結が、商品として形

になることが、必然的に環境問題解決へ

の糸口につながる。環境関連産業をここ

石川でぜひ、ビジネスとして開花させた

い」と述べ、研究会の充実に力を込める。

石川県環境ビジネス研究会に関す

るお問い合わせや入会をご希望の

方は、県産業創出支援機構までご

連絡ください。

●TEL 076-267-1001

●FAX 076-268-4911

※年間会費は研究会会費1000円

※部会会費2000円です。

7月26日、県地場産業振興センターで県

環境ビジネス研究会の発会式が開かれた。

総会に先立つテーマ別の部会では、会員

同士が自己紹介を兼ねて意見交換し、「共

同開発のよきパートナーを得たい」「情報

とアイデアを自社開発に生かしたい」な

T R I A N G L E トライアングル
産学官連携を身近に

この7月、産学官の連携による「石川県環境ビジネス研究会」が発足した。地
球環境の保全はグローバルな問題であると同時に、ローカルにおける地道な
取り組みの積み重ねが解決への一歩とも言われ、その期待と新産業を興すエ
ネルギーという熱い視線を集めてスタートした同研究会を紹介する。

エコ市場に
旋風を巻き起こせ！
石川県環境ビジネス研究会が発足

会員数は360人を超える

成長性が著しい環境関連分野

産学官の情報と知恵を成果に

5部会で具体的な研究

エコマーケティングも充実

総会では役員に選出され
た会員が、研究会発足の
期待と意気込みを語った

会員同士が活発な意見交換を行った部会

総会後に開かれた交流会は、始終和やかなムードだった

石川県環境ビジネス研究会役員

●会　長 廣瀬幸雄 金沢大学共同研究センター長
●副会長 中森義輝 北陸先端科学技術大学院大学教授

安田正志 金沢工業大学教授
志築　学 金沢学院大学教授

●幹　事 岸　弘市 岸商事株式会社取締役会長
田尻昭彦 シブヤマシナリー

株式会社常務取締役
水越裕治 株式会社アクトリー・ムラタ

代表取締役社長
荒木三十六 PFUエコラボラトリ

株式会社常務取締役
馬場　貢 馬場化学工業株式会社代表取締役社長
北　由久 株式会社ヤギコーポレーション

マネージャー
上田十世光 高松機械工業株式会社取締役
大西　晃 石川舗道株式会社代表取締役会長
徳本修一 株式会社総合園芸代表取締役社長

●監　事 谷本　亙 財団法人地域振興研究所
主任研究員

高桑久雄 内灘町商工会事務局長

→

→
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寛永５年（1628）創業の造り酒屋である
やちや酒造は、今年6月から日本酒のミ
ニ・オーダーメイド・システムをスタート
させた。
これは、酒米の種類や精米歩合、アルコ
ール度数、酒質などを希望に応じて選ぶこ
とができるシステムで、一升瓶30本分にあ
たる約54リットルからの注文を通年で受け
付ける。オリジナル商品で他社との差別化
を図りたい酒販店や居酒屋のほか、ブライ
ダル用などに需要を見込んでいる。
元来、日本酒の仕込みは11月から3月に
かけての冬期間に行われるが、このシステ
ムをスタートするにあたって、一年を通じ
て温度管理ができるように冷蔵設備を整え
た。少量の受注生産は、全国でも初めての
試みだ。

この事業に取り組んだきっかけは、神谷
昌利社長が昨年7月に石川県産業創出支援
機構が開催したビジネスプラン作成講座に
参加したことだ。
今後の経営の参考になればとの思いから
の参加だったが、その場で具体的な計画を
作ることになり、以前から心に温めていた
プランを書面化した。
今年3月、そのプランによって中小企業
経営革新支援法に基づく融資を認められた
ことで計画は一気に具体化。季節酒造技能
者の後継者不足への対応から杜氏やこうじ
担当職人の社員化を進めていたことも事業
化のスピードアップにつながった。
「伝統とは革新の連続だ」と話す神谷社
長。「今後も老舗ブランドの名に甘んじる
ことなく、新企画、新商品の開発に力を入
れたい」としている。

DATA
■本　社 金沢市大樋町8番32号

TEL 076-252-7077
■代表者 神谷昌利
■設　立 昭和41年10月
■資本金 4,500万円
■社員数 20名
■事業内容 酒類製造

DATA
■本　社 金沢市直江町イ12

TEL 076-237-7740
■代表者 緩詰 潔
■設　立 昭和43年３月
■資本金 5,400万円
■社員数 322名
■年　商 170億5916万円

（平成11年3月期）
■事業内容
壁紙、カーテン、カーペットなどの製造・販売
環境、福祉関連商品の開発・製造・販売

DATA
■本　社 金沢市石引2-19-12

TEL 076-234-7555
■代表者 池田洋一郎
■設　立 平成6年4月
■資本金 1,100万円
■社員数 1名
■事業内容
サウンドコンテンツの制作・販売、サウン
ドデザイン

DATA
■代表企業 大西鉄工

松任市木津町1058
TEL 076-246-0316

■代表者 大西 敏
■設　立 平成12年5月
■構成員数 5企業
■事業内容
歩行補助いすの製造・販売

全国初の
少量受注生産をスタート

ビジネスプラン作成が
事業化に結びつく

C Dが再生できる音の周波数は
44.1KHz(キロヘルツ)。デジタルサウンド
のコンテンツ制作を手掛けるブラックブル
ーは昨年、これを大きく上回る96KHzの音
域帯で自然環境音を録音するシステムの開
発に成功した。ストレスの多い現代社会で
は、水音や鳥のさえずりなどリラックス効
果の高い自然環境音の需要が、今後ますま
す高まるとの読みからである。
実際の音に限りなく近い96KHzを再生で
きるDVDオーディオは、まだ普及には到
っていない。それでも池田洋一郎代表は、
近い将来確実にオーディオ機器の中心とな
ることを確信し、「ニーズが高まってから
では大手に太刀打ちできない」と、先手を
打ったのである。

同社では手始めに、自然環境音に関心を
寄せる病院と提携し、医療現場のさまざま
な場面での音の効果の研究に今年から着手
する計画だ。音楽療法や職員の作業効率ア
ップなど、音が持つ効用についてのノウハ
ウを蓄積し、具体的な商品として売り出し
たい考えだ。
さらに、音素材をインターネット上でダ
ウンロード販売する「OTOSHOP」を今年
５月に立ち上げた。音楽ではなく「音」自
体を販売するサイトは国内でも珍しく、池
田氏は、「メロディーだけでなく、あらゆ
る音が商品」と、音素材が持つ可能性に期
待している。

高周波自然環境音の
録音に成功

病院と提携し、
ノウハウの蓄積へ

インテリア総合メーカーのシンコール
は、ペットボトルを再利用したカーテンや
不要になったカーテンのリサイクルシステ
ム、食品廃棄物などを利用した壁紙など、
環境にやさしい商品を一昨年から相次いで
発表した。
病院用のネットカーテンや暗幕、レー

ス、ロールスクリーンなどあらゆる窓関連
商品に、リサイクル製品や、ダイオキシン
の原因となる塩化ビニール樹脂を使用しな
い環境配慮型商品「R-eco」を発表。その
充実ぶりは国内でもトップレベルを自負す
る。97年には柔らかく安全な手すりと手す
りカバーなどの福祉用品にも本格的に参入
し、将来の需要を見据えた新戦略を次々と
展開している。

とはいえ、リサイクル用品は従来品に比
べてコストが上がる上、汚れやすい、施工
が難しいなどの理由で、現場に受け入れら
れにくいのが現状である。実際、同社の全
商品に占めるリサイクル製品の割合はまだ
１割に満たず、施工業者や設計士らを対象
にしたセミナーの開催や、工事方法の統一
を目指す同業他社との協力など、環境配慮
型商品への理解を得るための活動に取り組
んでいる。
一方で、「『リサイクル』の名にあぐらを
かかず、ごく当たり前に商品を選択できる
環境づくりも重要」（同社幹部）と話すよ
うに、商品の充実やデザインの質的向上も
普及への必要条件として、今後さらに力を
入れていくとしている。

環境・福祉の両分野へ進出 現場の理解を得ることが課
題

福祉機器や鉄工業、九谷焼など異業種５
社で構成する金沢バリアフリー協同組合が
開発した屋外用の折りたたみいすは、コン
サートホールのいすのように倒して使用す
るベンチだ。立ち上がると時間を置いてゆ
っくりと元に戻るため座面が跳ね上がる危
険がなく、景観にもなじむ高級感あふれる
九谷焼の陶板が注目を集めている。
産学官で福祉機器の製品開発に取り組む

「バリアフリー機器等研究開発調査会」に
提出されたアイデアを元に、必要な業種の
企業が集まって開発を進め、すでに特許も
取得した。現在、いしかわ動物園やＪＲ金
沢駅西口などに設置され、利用者からも好
評を得ているという。

いすが設置されるのは一般的に公園など
公共の場所になるため、同組合がターゲッ
トとする市場は必然的に市町村などの行政
関係となる。目に見えるモデルがないこと
が営業の大きなハンディとなっており、各
組合員は販売を委託している代理店ととも
に自治体を訪問し、全国展開の土台ともな
る石川県内での実績づくりに必死だ。
現在、同組合では北陸を中心に３社の代
理店と契約して販売を進めており、今後は
全国の展示会などを通じて代理店を募り、
ネットワークを首都圏を中心に全都道府県
に広げていきたいとしている。さらに、手
軽なリース制度や、陶板の広告媒体化など
も視野に、幅広いニーズに対応し市場を広
げていく考えだ。

九谷焼陶板付きの
折りたたみいすを開発

代理店方式で
全国展開を目指す

C h a l l e n g e
ベンチャースピリットに触れる。

産業構造の高度化、急速な技術革新が進む中にあって、企業にとっては

ビジネスチャンス獲得のために新たなチャレンジが求められている。

生き残りをかけ、独自の取り組みを見せる4社を紹介する。

Challenge 1 Challenge 3

Challenge 2 Challenge 4
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技術開発からマネジメントまで、石川県産業創出支援機構と力を合わせて、

皆さんをサポートする機関や団体をご紹介します。

石川県ソフトウェア

研修開発センターは、

高度情報処理技術者の

養成機関として平成２

年、国、県、金沢市、そ

して産業界の共同出資

によって設立され、翌

年４月から事業を開始

した。

これまでの研修受講

者数は、延べ１万2500

人に上り、地場産業の

情報化に大きく貢献している。

今年度の講座数は98。「情報技術者能

力開発基礎コース」や「実務者のための

ビジネスソフト活用コース」といった初

心者対象の講座から、「高度情報処理技

術者養成コース」や「プログラミング言

語による情報システム開発コース」など

の専門技術者対象の難易度の高い講座ま

で、目的やスキルに合わせたさまざまな

研修コースが用意されている。また、受

講料等について国や県の各種助成制度も

あり、企業等からの相談に応じている。

このほか申し込みのあった企業、団体ご

とにオリジナルのカリキュラムを組む受

託研修や、ノート型パソコン（50台）等

の貸し出しも行っている。

昨年４月にスタートしたITSSP事業は、

ITに関心を持ちながらも、具体的なアク

ションに移せない経営者を対象に、同セ

ンターのコーディネーターが企業訪問し

て、意識変革のきっかけづくりやアドバ

イスを行うものだ。「ITをキーワードと

した新たな競争の時代が始まっているこ

とに対し、経営者に危機感を持ってもら

うのが仕事です」と同社事業部では話す。

情報技術はグローバル化してこそ生き

るものである。同センターの受講生が

「伝道師」となって自社内の情報化や技

術力向上に貢献し、またより多くの企業

経営者が情報投資に目を向けて、石川県

全体のIT化が進展していくことを期待し

たい。

ご承知のように、情報技術（IT）は日々急速に進歩していま
す。当センターでは、地域の高度情報処理技術者の養成から
一般利用者のパソコン活用まで、いろいろな方のニーズに応
じた実践的研修を実施しております。また、昨年度から国の
助成を受けて、経営者の方々に対する戦略的情報化投資によ
る企業活性化の啓蒙活動（ITSSP事業）にも取り組んでおり
ます。今後とも、IT革命の進展に対応して研修環境の整備や
研修内容の充実に努め、地域の情報化に貢献していきたいと
思っております。

インターネットやパソコンに代表され

る情報技術の普及や進展がもたらす環境

の変化は著しい。時代はまさにIT革命に

突入していると言えよう。

石川県情報システム工業会は、こうし

た社会情勢をふまえ、会員企業間のコン

ピューター応用技術の向上を図り、関連

業界の発展に努めるために昭和61年４月

に設立した。

現在、会員は正会員として情報処理、

情報通信、印刷マルチメディア関連の77

社、賛助会員としてコンピューターメー

カー、コンピューターユーザー、通信業

者、情報処理関連学校など13社、ほか特

別会員として石川県産業創出支援機構

（ISICO）が参画している。

その事業活動の中で最大のものは、今

や日本海側で最大規模のコンピューター

ショーと評価される「いしかわ情報シス

テムフェア」の開催だ。今年４月に開か

れた第15回フェアには、３日間で４万人

の入場者が訪れ、本県の情報関連産業の

裾野の広さをうかがわせた。

こうしたPRのほか、会員各社の会社案

内をまとめたハンドブックの発行、通産

省、情報処理振興事業協会からの産業の

情報化に関する施策の案内、県・市・各

種産業団体からの情報、同会の全国組織

である全国地域情報産業団体連合会から

の情報などをFAXやＥメールで会員に送

るほか、セミナーや独自の研究会を実施

している。

情報関連企業のいわば地元業界団体で

ある同会では、相互扶助の

精神で会が運営されてい

る。「特に少人数の企業の

方には、入会によって情報

交換や刺激を受ける機会が

増え、事業の発展が期待で

きます」と事務局では話し、

ベンチャー企業にも門戸を

開いている。

ZOOM UP SUPPORTER

情報関連産業の地元業界団体高度情報処理技術者の養成とIT能力向上を支援

TOP MESSAGE

私たちが、パソコンを単なる道具として使い始めて以来、イ
ンターネットはこの５年間で、国内普及率が20％を超えるま
でになりました。これは手軽な情報収集や、市場の広域化を
可能にしたように、IT産業においても移動・取引コストの削
減などの効果が期待できるものです。あらゆる角度で本県の
産業界の活性化を促進する起爆剤として、その役割を果たす
べく努力してまいります。

TOP MESSAGE

延べ１万
2500人が受講

経営者にＩＴ投資の
重要性を説く

情報関連などの77社が
正会員として加入

毎春「いしかわ情報
システムフェア」を開催

（社）石川県情報システム工業会会長 細野昭雄（株）石川県ソフトウェア研修開発センター代表取締役社長　越馬平治

（
株
）
石
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県
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団
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●研修コースやITSSP事業のお問合せは

金沢市戸水町イ77番地１
TEL.076(267)8000  FAX.076(268)8570
E-mail info@ishikawa-sc.co.jp

●入会情報や事業活動のお問合せは

金沢市戸水町イ72番地
（石川県鉄工会館内）

TEL.076(267)4741 FAX.076(267)4499 
E-mail jimcho@isa.or.jp

http://www.isa.or.jp/

http://www.ishikawa-sc.
co.jp
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セミナー 

金　融 

相　談 

イベント 

ISICO
インフォメーショ
ン
テーブル

起業・新分野進出のほか、経営や技術の高度化などに役立つ
情報を紹介するページです

I N F O R M A T I O N T A B L E
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〒920-0223　石川県金沢市戸水町イ65番地 
石川県地場産業振興センター新館1階 
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URL http://www.isico.or.jp 
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編 集 後 記
今月号の特集である「IT革命」が、いよいよ日本でも本格
的な進展を見せようとしています。形のないものだけ
に、われわれアナログ世代には、理解しにくく、説明しづ
らい。それが不安をかき立てている一面でもあるように
思います。いずれにしても“Just do IT”精神で取り組む
しかないのではと、チャレンジの日々です。（T）

［発行月］
2000年8月（年4回発行）

［発行所］
財団法人　石川県産業創出支援機構

［編集協力］
ライターハウス
金沢市戸水町イ70番地

巻頭特集／日本経済の復活なるか！？ ●産学官連携情報

石川県環境ビジネス研究会

●創造的企業ルポ

やちや酒造（株）／シンコール（株）
（株）ブラックブルー／金沢バリアフリー協同組合

●産業創出の支援機関紹介

ZOOM  UP  SUPPORTER
（株）石川県ソフトウェア研修開発センター
（社）石川県情報システム工業会

●インフォメーション・テーブル
●イシコ・トピックス

ホームページにて最新情報を掲載中

URL http://www.isico.or.jp

目覚めよ！
学生たちの起業家精神
アントレプレナーセミナー

大学生の起業家精神を育てるため、石川県産業
創出支援機構では、6月29日、金沢学院大学で
「アントレプレナーセミナー」を開催し、同大の
経営情報学部の2、3年生ら約400人が先輩起業家た
ちの経験談に耳を傾けた。
セミナーでは、ベンチャー支援の融資制度「市
民バンク」の片岡勝代表とイベント企画会社「プ
レゼンテーション」の東口由美子社長、ゲーム・
ホームページの企画会社「ありがた屋」の村中雅
彦社長が「私の創業」と題して講演。「起業には
知恵と勇気が不可欠だ」（片岡氏）など、起業へ
の心構えを説いた。
続いて行われたパネルディスカッションでは、

「みんなで若者会社を作ろう」をテーマに、三氏
が語り合い、学生に目的意識を早く持つことの重
要性などを訴えた。
また、7月5日には、金沢大学で「アントレプレ
ナーセミナー」を開催し、約100人が参加。こち
らでは、起業家による講演のほか、自己アピール
シートを使った学生の討論会や交流会が開かれ、
ベンチャービジネスの展望などについて意見交換
が行われた。

専門家を招き
成功へのシナリオづくり
ビジネスプラン作成講座

石川県産業
創出支援機構
は、7月13、14
日の両日、今
後の経営戦略
の立て方につ
いて理解を深
めてもらおう
と、県地場産業振興センターで「ビジネスプラン
作成講座」を開催した。
当日は、ソーケンマネジメント株式会社の経営
コンサルタント井上芳郎氏を講師に招き、企業経
営者やベンチャー企業家など44人が、ビジネスプ
ランづくりの実践的なノウハウを学んだ。
ビジネスプランは、新規事業参入や起業の際に
生じる問題点を事前にセルフチェックできるとと
もに、資金調達やビジネスパートナーを探すにあ
たって有効なツールである。
参加者は、事業コンセプトや事業化のための課
題の洗い出し、損益計画、資金計画といった項目
に沿って、2日間にわたってじっくりと、個々の
ビジネスアイデアの具体化に取り組んだ。

視覚障害者のための
文字入力研究を採択
豊かさ創造プロジェクト

石川県は、「豊かさ創造研究開発プロジェクト
推進事業」として、北陸先端科学技術大学院大学
などによる「視覚障害者のための文字コミュニケ
ーション技術開発」を採択した。
平成11年度からスタートした豊かさ創造プロジ
ェクトは、社会的な課題の解決と産学官の共同研
究によって新産業の創出を目指す事業で、県単独
の事業では最大規模のものだ。今年度は、公募で
寄せられた5件から1件が選ばれた。
今回採択されたプロジェクトでは、パソコンな
どに、視覚障害者が文字を入力する際、従来のキ
ーボード入力や音声入力の代わりとして、手書き
文字で入力する技術の開発を目指す。この技術が
確立されれば、事故・病気などで視力を失った高
齢者や文字を書く能力を持った視覚障害者が、情
報通信機器を利用してコミュニケーションする際
の有力な手段となる。
研究にあたっては、委託研究費として最高1億

円までの経費を県が負担。今後、3年をかけて研
究が進められていく。

ベンチャー支援に向け
連携強化
ISICO地域情報コーディネーター連絡会議

7月14日、石
川県産業創出
支援機構は、
「ISICO地域情
報コーディネ
ーター連絡会
議」を県地場
産業振興セン
ターで開催し、
県内の情報コーディネーター32人がベンチャー企
業振興に向け、支援体制の強化を確認した。
情報コーディネーターは、支援機構が県内の商
工会議所、商工会の経営指導員らに委嘱している
もので、県内企業への情報発信や産学官共同研究
に関するニーズの発掘などを行っている。
会議では、県情報システム工業会の小島宗能理
事が「PCベンチャー企業の次世代への新展開」と
題して基調講演を行ったほか、ベンチャー企業に
対する支援状況などが報告された。
情報コーディネーターは、今後、地区別のブロッ
ク会議などを行い、活発な情報交換を行っていく。

最新ビジネス情報の
発信をサポート
ISICO  BUSINESS  MARKET

企業の新しい取
り組みや各種の企
業情報を広く発信
する掲示板とし
て、石川県産業創
出支援機構では、
ホームページ内に
「ビジネス情報流
通市場─IS I CO
B U S I N E S S
MARKET─」を開設した（http://www.isico.or.jp）。
「新製品や新技術、ビジネスプランをPRしたい」
「ビジネスパートナーを募集したい」「セミナー、
イベントの開催を告知したい」「大学での研究成
果の実用化を共同で進める企業を探している」な
ど、気軽にメッセージをなげかけてビジネスの輪
を広げてほしい。利用は無料となっている。
なお、掲示板に掲載された情報については、毎
週月曜日に行っているメール配信サービス「ISICO
NEWS  WEEKLY」にて、このMARKETの最新状
況をお知らせする。

企業や業種を超えた
出会いの場
i2 PLANETS（アイアイプラネッツ）

情報交換やビジネ
スチャンス拡大など
を目指すビジネス交
流会「 i 2 PLANETS」
が盛況を見せてい
る。
これは、石川県内

の企業経営者や公認会計士らの呼びかけで今年4
月にスタートした交流会で、毎月第2火曜日の午
後7時から金沢市内の飲食店で定例会が開かれて
いる。
会員は現在のところ約300人。会社員やベンチ

ャー企業家、弁護士、学生など毎回100人以上が
参加し、出入り自由の肩ひじ張らない雰囲気の中、
ビジネスをはじめとするさまざまな情報や意見の
交換が行われている。
定例会への参加は、創造的で新たなビジネスの
展開に意欲的な方であれば、誰でもOK。参加費は
一般3,000円、学生2,000円。企業や業種の枠を超え
た出会いの中から人的ネットワークを広げてみて
は？

●主催：　　　　　　　　　実行委員会

ココを
クリック！

いしかわSOHOプラザ・クリエーションオフィス
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